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6. その他河川整備を総合的に行うために留意すべき事項 
(1) 関係機関・地域住民等との連携 

災害発生の防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能の維持及び河川環境の整備と保全 

の観点から、流域の土地利用、河川整備、河川利用の状況等を考慮し、地域住民や関係機関

等と連携しながら流域一体となって総合的に河川整備を行う必要があります。 

このため、矢部川を常に安全で適切に利用・管理する機運を高め、より良い河川環境を地

域ぐるみで形成していくことを目的に、積極的な広報活動や地域行事等への参加により幅広

く情報提供を行いながら、地域住民や関係機関等との合意形成を図ります。 

これらにより地域住民が矢部川に関わる機会を設け、従来の河川管理者が行ってきた河川

整備・河川管理から、地域住民等と協働した河川整備、河川管理の推進を図っていきます。 

また、流域住民団体等で構成される「矢部川をつなぐ会」※1 にて行われている「矢部川流

域ゴミいっせい調査」などの河川愛護活動や、「矢部川バスツアー（現地見学会）」などの学

習会へ積極的に参加し、地域住民の声を聴きながら必要な情報を提供するなど、地域住民と

行政の連携が深まるよう努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 6.2 川の安全講習の開催 

 
写真 6.1 住民団体の会議への参加 

 

写真 6.3 矢部川をつなぐ会  

塩生植物観察会 

※1 矢部川をつなぐ会：「矢部川の水の恵みに感謝し、次世代に継承するために、流域で活動している団体

および行政・企業のネットワークを形成し、実践活動を行う。」ことを目的とした活動団体 

 
写真 6.4 矢部川をつなぐ会 第 6 回矢部川楽校 
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(2) コミュニティの形成 

今後の高齢化社会においては、災害時に支援を必要とする方々が増加します。特に矢部川

流域では低平地が広く、矢部川からの洪水・津波・高潮氾濫以外に内水による浸水も発生す

るおそれがあることから、災害時の避難が重要です。これらの方々を支援するためには、近

隣に居住する方々がお互い協力して助け合う地域社会を再構築し、地域の防災力を高めて行

く必要があると考えます。 

このため、地域における防災力向上の取組や河川環境の保全の支援等、矢部川を活用した

地域活動をとおして、地域の身近なコミュニティの形成、さらには流域全体に広がる大きな

コミュニティの形成につながるような、地域防災リーダーの育成や自主防災組織の結成・訓

練等に資するための出前講座など支援活動等を行っていきます。 

 

 

(3) 河川情報の発信と共有 

矢部川の特性と地域風土・文化を踏まえ、「矢部川らしさ」を活かした河川整備を進めるた

めに、ホームページ・広報誌による情報発信やラジオ、テレビ、新聞等の報道機関と連携し

た広報活動を積極的に推進し、住民との合意形成に向けた情報の共有化、意見交換の場づく

りを図る等、関係機関等や地域住民との双方向コミュニケーションを推進していきます。 

さらに、水生生物調査、イベント、環境学習等、水辺での自然体験活動等を支援し、自然

体験活動の指導者育成を支援するとともに、将来の地域を担う子供達への環境学習を積極的

に支援する等の活動を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6.5 矢部川での水生生物調査             写真 6.6 矢部川の環境学習の事例 

 


